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【序】予知不能な『量子力学のミステリー（ファインマン曰く）』として知られる二重スリッ

ト現象は、場の量子論のひとつである QEDに基づいて時々刻々予言できる[1]。従って例えば

電子スピントルクの本質を QEDに基づいて理論的に明らかにすることにより、既知の化学現

象を統一的に理論的に理解しさらに進んで新しい化学現象を時々刻々予言することができる

[1-6]。量子力学を超えて真の実時間シミュレーションを遂行するにあたり、場の演算子とケ

ットベクトルならびに波動関数の時間発展を時々刻々求めるアルゴリズムに関して、既存の

関連理論に内在する課題は明らかである。例えば、無限遠方で場がゼロと仮定すると、自由

場の概念自体に矛盾が生ずる。『場の演算子力学が解ける条件』（thermalization）と、『物理的』

と呼び習わされる『粒子（particle）描像』（renormalization）とが非分離であり、くりこみ定数

を c-number と仮定すると演算子の交換関係に矛盾が生ずる。In（無限の過去）から Out（無

限の未来）への無限の時間経過を仮定する漸近場理論では時々刻々のくりこみを取り扱うこ

とができない。これらの課題の解決のために、素粒子（場の素励起；粒子描像を具現する）代

数の数学的下部構造を構成するアルファ振動子代数を見出したので報告する[1]。アルファ振

動子を無限に重ね合わせて粒子描像（例えば QED における光子, 電子, 陽電子）を表現でき

る。粒子描像の交換関係は、対応するアルファ振動子の交換関係を粗視化して導かれる。 
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『非』保存系である QED系に対してアルファ振動子のくりこみ定数は時々刻々q-数として表

現される。超対称性を導入した超アルファ振動子理論は量子重力理論を与える。 

【理論】『非』保存系である QED系に現れる 3種のアルファ振動子について、その第一は電

磁場を構成するb -photonである。 
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アルファ振動子のケットベクトルと波動関数に時間依存くりこみを施せば粒子描像のケット

ベクトルと波動関数が得られる。QEDに現れる他の 2種のアルファ振動子は Dirac場を構成す

る f -electronと cf -positronである。詳細を当日発表する。 
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